
の
も
と
開
か
れ
、
平
成
十
九
年
度
事
業
報

告
、
収
支
決
算
や
役
員
の
補
欠
選
任
に
つ

い
て
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
会
の
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
加
島
英
俊

会
長
は
、
商
工
会
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳

し
さ
を
増
す
な
か
、「
事
業
実
績
を
積
み

上
げ
る
こ
と
で
、
厳

し
い
商
工
会
地
域
の

産
業
再
生
を
図
り
、

地
域
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
組
織
と
な
る

よ
う
い
っ
そ
う
の
団

結
を
推
進
し
て
諸
課

題
を
解
決
し
よ
う
」

と
呼
び
か
け
て
、
危

機
感
の
共
有
や
い
っ

そ
う
の
連
携
強
化
を

求
め
ま
し
た
。

続
い
て
、
表
彰
状

の
授
与
式
が
あ
り
、

珠
算
検
定
実
施
や
商

工
貯
蓄
共
済
事
業
、

先
駆
的
事
業
の
推
進

に
優
秀
な
実
績
を
残

し
た
二
十
九
商
工
会

に
対
し
て
、
加
島
会

長
か
ら
表
彰
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。
さ
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広
島
県
商
工
会
連
合
会
の
「
平
成
二
十

年
度
第
四
十
七
回
通
常
総
会
」
が
二
十
七

日
、
中
区
基
町
の
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ

ル
広
島
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の

通
常
総
会
は
、
本
人
出
席
四
十
三
人
、
委

任
状
出
席
一
人
、
総
計
四
十
四
人
の
出
席

地
域
社
会

地
域
社
会
に
貢
献
貢
献
す
る
各
種
事
業

各
種
事
業
を
積
極
推
進
し

積
極
推
進
し
、 

地
域
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
商
工
会
工
会
め
ざ
す 

地
域
社
会
に
貢
献
す
る
各
種
事
業
を
積
極
推
進
し
、 

地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
商
工
会
め
ざ
す 

第
四
十
七
回
通
常
総
会
開
催

第
四
十
七
回
通
常
総
会
開
催 

第
四
十
七
回
通
常
総
会
開
催 

ら
に
、
商
工
貯
蓄
共
済
事
業
の
普
及
推
進

に
大
き
く
貢
献
し
た
六
商
工
会
に
広
島
銀

行
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命
保
険
株
式
会
社
か

ら
、
商
工
会
の
共
済
制
度

か
が
や

き

の
普
及
推
進
に
大
き
く
寄
与
し
た
十

商
工
会
に
広
島
県
中
小
企
業
共
済
協
同
組

合
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
受
賞
者
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
た

沼
田
町
商
工
会
の
二
上
隆
敏
会
長
は
、

「
こ
れ
を
契
機
に
健
康
に
留
意
し
、
研
さ

ん
に
励
み
、
地
域
発
展
に
ま
い
進
し
て
い

く
決
意
で
い
る
」
と
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

そ
の
後
の
来
賓
祝
辞
で
は
、
藤
田
雄
山

広
島
県
知
事
、
杉
田
定
大
中
国
経
済
産
業

局
長
（
宮
地
壽
中
小
企
業
課
長
代
読
）、

林
正
夫
広
島
県
議
会
議
長
（
蒲
原
敏
博
副

議
長
代
読
）、
五
藤
康
之
広
島
県
市
長
会

会
長
（
播
磨
碩
人
三
原
副
市
長
代
読
）
の

四
氏
の
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。
祝
辞
の
な

か
で
藤
田
知
事
は
、
中
小
企
業
が
行
う
経

営
革
新
を
支
援
す
る
た
め
の
県
の
施
策
な

ど
に
つ
い
て
述
べ
、「
地
域
社
会
の
発
展

に
尽
力
す
る
重
要
な
役
割
を
担
う
と
と
も

に
、
本
県
の
施
策
推
進
に
も
協
力
し
て
ほ

し
い
」
と
呼
び
か
け
を
行
い
、
杉
田
局
長

代
理
の
宮
地
課
長
は
、
間
も
な
く
始
ま
る

「
地
域
力
連
携
拠
点
事
業
」
に
つ
い
て
ふ

れ
、「
他
の
模
範
と
な
る
活
動
を
し
て
く

れ
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。
商
工
会
と

連
携
し
て
厚
み
の
あ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
た
い
」
な
ど
と
商
工
会
の
活
躍
に

期
待
感
を
示
し
ま
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
総
会
で
は
、
安
芸
高

田
市
商
工
会
の
熊
高
一
雄
会
長
を
議
長
に

〞

〝
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選
任
し
て
議
事
に
入
り
ま
し
た
。
第
１
号

議
案
で
は
、
平
成
十
九
年
度
の
事
業
報
告

と
収
支
決
算
報
告
の
審
議
が
行
わ
れ
、
そ

の
詳
細
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
報
告
が

あ
っ
た
後
、
議
案
は
満
場
一
致
で
原
案
ど

お
り
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
次
い
で
第
２

号
議
案
と
し
て
、
広
島
県
商
工
会
青
年
部

連
合
会
の
長
澤
宏
昭
会
長
の
退
任
に
伴
う

新
役
員
の
補
欠
選
任
が
行
わ
れ
、
今
月
十

六
日
の
県
青
連
総
会
で
新
会
長
に
選
任
さ

れ
た
藤
岡
誠
治
県
青
連
会
長
を
新
理
事
に

推
薦
し
た
い
と
加
島
会
長
が
提
案
し
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
新
理
事
と
な
っ
た
藤
岡

県
青
連
会
長
は
、「
在
任
期
間
は
一
年
と

短
い
が
、
県
青
連
事
業
と
合
わ
せ
て
県
連

事
業
に
も
ま
す
ま
す
励
ん
で
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

通
常
総
会
の
提
出
議
案
は
次
の
と
お
り

で
す
。

第
１
号
議
案
―
平
成
十
九
年
度
事
業
報
告

書
・
収
支
決
算
書
・
貸
借
対
照
表
お
よ

び
財
産
目
録
承
認
の
件

第
２
号
議
案
―
辞
任
に
伴
う
役
員
の
補
欠

選
任
に
関
す
る
件

広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
の
「
平

成
二
十
年
度
通
常
総
会
」
が
十
六
日
、
中

区
田
中
町
の
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
広
島

で
開
か
れ
ま
し
た
。
出
席
者
三
十
九
人
、

委
任
状
提
出
四
人
、
計
四
十
三
人
の
出
席

者
の
も
と
、平
成
十
九
年
度
の
事
業
報
告
、

決
算
報
告
や
、
役
員
欠
員
に
伴
う
補
充
選

任
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
先
が
け
て
、「
平
成
二
十
年
度

第
一
回
広
島
県
商
工
会
青
年
部
研
修
会
」

が
開
か
れ
、
経
営
革
新

を
テ
ー
マ
に

し
た
基
調
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
三

月
の
「
平
成
十
九
年
度
臨
時
総
会
」
で
、

県
青
連
会
員
の
一
〇
％
を
目
標
に
経
営
革

新
の
認
定
取
得
に
取
り
組
む
こ
と
が
承
認

さ
れ
た
の
を
受
け
て
の
も
の
で
、
研
修
会

の
第
一
部
で
は
、
本
県
連
経
営
革
新
支
援

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
セ
ン
タ
ー
の
正
月
谷
孝
幸
セ

ン
タ
ー
長
が

経
営
革
新
制
度
に
つ
い

て

と
題
し
て
講
演
。
広
島
県
内
の
経
営

革
新
承
認
件
数
の
推
移
や
、
今
年
度
実
施

が
予
定
さ
れ
て
い
る
「
平
成
二
十
年
度
地

域
力
連
携
拠
点
事
業
」
の
制
度
内
容
に
つ

い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

続
け
て
行
わ
れ
た
研
修
会
の
第
二
部
で

は
、有
限
会
社
ウ
ェ
ー
ブ
代
表
取
締
役
で
、

中
小
企
業
診
断
士
の
藤
田
悠
久
雄
氏
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
迎
え
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

経
営
革
新
に
つ
い

て

を
実
施
。
県
青
連
の
藤
岡
誠
治
ブ

ロ
ッ
ク
長
（
理
事
、
備
南
地
域
会
長
）
と
、

高
陽
町
商
工
会
青
年
部
の
滝
口
恒
明
氏
、

尾
道
し
ま
な
み
商
工
会
青
年
部
御
調
支
部

の
高
田
展
明
氏
の
三
氏
が
パ
ネ
ラ
ー
と
し

て
参
加
し
て
、
経
営
革
新
の
取
得
や
取
り

組
み
の
経
緯
を
紹
介
し
た
り
、
今
後
の
展

〞

〝

〞

〝

〞

〝

望
な
ど
に
つ
い
て
大
い
に
述
べ
ま
し
た
。

三
氏
は
最
初
に
、
経
営
革
新
に
取
り
組

ん
だ
目
的
や
そ
の
過
程
で
得
た
経
験
な
ど

を
説
明
。『
地
域
資
源
を
活
か
し
た
プ
リ

ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
商
品
の
開
発
販
売
』

で
今
年
三
月
に
経
営
革
新
認
定
を
取
得
し

た
藤
岡
ブ
ロ
ッ
ク
長
は
、「
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分

析
を
体
系
的
に
行
い
、
自
社
の
置
か
れ
た

環
境
や
強
み
、
弱
み
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
自
ら
が
何
の
た

め
に
創
業
し
た
か
を
再
認
識
す
る
こ
と
が

で
き
た
」
な
ど
と
発
言
。
続
い
て
、
経
営

革
新
の
認
定
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
効
果

に
つ
い
て
は
、
今
年
二
月
に
『
大
型
加
工

設
備
の
導
入
に
よ
る
内
作
率
の
向
上
』
で

経
営
革
新
認
定
を
取
得
し
た
高
田
氏
が
、

「
承
認
か
ら
日
が
浅
く
、
本
当
の
プ
ラ
ス

の
効
果
は
こ
れ
か
ら
」
と
し
な
が
ら
も
、

業
務
拡
張
に
伴
う
新
規
工
業
用
地
の
確
保

平成２０年度 
通常総会開催 

県
青
連
執
行
部
の 

　
　
新
体
制
が
決
定 

県
青
連
執
行
部
の 

　
　
新
体
制
が
決
定 

研
修
会
で
は
事
例
を
通
し

て
経
営
革
新
の
進
め
方
な

ど
学
ぶ 

県　青　連 
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が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
た
こ
と
な
ど
を
報

告
。
さ
ら
に
目
に
見
え
た
効
果
の
ひ
と
つ

と
し
て
、「
社
員
一
人
ひ
と
り
と
目
標
が

共
有
で
き
、
自
分
た
ち
の
進
む
べ
き
方
向

性
が
定
ま
っ
た
」
こ
と
を
挙
げ
て
、「
何

も
し
な
け
れ
ば
、
今
も
一
人
ひ
と
り
が
好

き
勝
手
を
繰
り
返
し
て
い
た
と
思
う
」
と

語
り
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
の
支
援
体
制

な
ど
に
対
す
る
要
望
に
つ
い
て
は
、
昨
年

十
二
月
に
『
バ
リ
ア
フ
リ
ー
工
事
地
域
一

番
店
の
実
績
を
活
か
し
た
営
業
シ
ス
テ
ム

の
構
築
』
で
経
営
革
新
認
定
を
取
得
し
た

滝
口
氏
が
、
取
得
後
に
新
ビ
ジ
ネ
ス
の
展

開
が
思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
な
い
企
業
が

多
い
こ
と
に
つ
い
て
ふ
れ
、「
取
得
後
も

行
き
届
い
た
フ
ォ
ロ
ー
を
お
願
い
し
た

い
」
と
注
文
。
さ
ら
に
、「
経
営
革
新
の

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
広
く
伝
え
た
く
て
も

そ
う
し
た
場
が
な
い
。
プ
ラ
ン
を
発
表
す

る
こ
と
で
、
新
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
が
図
れ

る
よ
う
な
場
を
設
け
て
」
と
求
め
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
終
わ
り

に
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
藤
田
氏
が
過

去
に
家
業
の
経
営
に
関
わ
っ
て
い
た
際
の

こ
と
を
振
り
返
り
な
が
ら
、「
自
分
は
大

型
店
舗
の
進
出
に
危
機
感
を
覚
え
、
今
の

資
格
を
得
る
に
至
っ
た
。
ピ
ン
チ
を
チ
ャ

ン
ス
に
変
え
よ
う
と
す
る
気
持
ち
を
も
っ

て
」
と
エ
ー
ル
。
立
案
し
た
計
画
が
妥
当

な
も
の
か
を
承
認
す
る
側
に
相
談
し
て
み

る
こ
と
な
ど
を
ヒ
ン
ト
と
し
て
挙
げ
て
、

「
普
通
の
人
が
考
え
つ
か
な
い
分
野
へ
う

ま
く
進
出
し
て
」
と
呼
び
か
け
て
研
修
会

を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

研
修
会
に
続
い
て
開
か
れ
た
通
常
総
会

で
は
、
尾
道
し
ま
な
み
商
工
会
青
年
部
の

和
田
州
弘
部
長
を
議
長
に
選
出
し
、
三
議

案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
議
案
審
議

に

先

立

ち
、
執
行

部
が
平
成

十
九
年
度

の
事
業
活

動
報
告
や

成
果
な
ど

を
報
告
。

議
案
ご
と

に
詳
し
く

説
明
が
さ

れ
、
第
１

号
議
案
と
第
２
号
議
案
は
原
案
ど
お
り
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
３
号
議
案
の
欠
員
に
伴
う
役
員
補
充

選
任
に
関
す
る
件
で
は
、
長
澤
宏
昭
会
長

か
ら
退
任
の
申
し
入
れ
が
あ
り
、
新
会
長

に
藤
岡
誠
治
ブ
ロ
ッ
ク
長
（
理
事
、
備
南

地
域
会
長
）
を
選
任
。
藤
岡
ブ
ロ
ッ
ク
長

の
会
長
就
任
に
伴
う
理
事
の
欠
員
と
、
理

事
辞
任
届
け
の
あ
っ
た
田
川
誠
氏
（
広
島

安
佐：

芸
北
地
域
）、
丸
田
尚
則
氏
（
三

次
広
域：

備
北
地
域
）
の
後
任
に
つ
い
て

は
、
新
た
に
永
井
悟
氏
（
上
下
町：

備
南

地
域
）、
清
水
浩
功
氏
（
東
城
町：

備
北

地
域
）
の
両
氏
、
監
事
の
高
丸
和
志
氏

（
祗
園
町：

芸
北
地
域
）
と
決
定
。
さ
ら

に
、
新
監
事
に
宮
本
清
六
氏
（
北
広
島

町：

芸
北
地
域
）
が
就
任
し
、
執
行
部
の

新
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た
。

提
出
議
案
は
次
の
と
お
り
。

第
１
号
議
案
―
広
島
県
商
工
会
青
年
部
連

合
会
運
営
規
約
一
部
改
正
に
関
す
る
件

第
２
号
議
案
―
平
成
十
九
年
度
事
業
報
告

書
・
収
支
決
算
書
・
貸
借
対
照
表
お
よ

び
財
産
目
録
承
認
の
件
（
監
査
報
告
）

第
３
号
議
案
―
欠
員
に
伴
う
役
員
補
充
選

任
に
関
す
る
件

「
平
成
二
十
年
度
広
島
県
商
工
会
女
性

部
連
合
会
通
常
総
会
」
が
二
十
三
日
、
南

区
元
宇
品
町
の
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
広
島
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
出
席
者
三

平成２０年度 
通常総会開催 

力
強
い
組
織
と
な
る

よ
う
団
結
深
め
る 

力
強
い
組
織
と
な
る

よ
う
団
結
深
め
る 

研
修
会
で
は
„
裁
判
員

制
度
“
の
仕
組
み
な
ど
を

学
ぶ 

県女性連  

Your Global Lifestyle Partner

〒730-0031 広島県広島市中区紙屋町2-2-2
　　　　　 紙屋町ビル２階

営業時間 ： 月曜～金曜（9：30～17：30）
　　　　　　　　　    （土曜・日曜・祝日休み） 
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り
や
す
く
伝
え
、
裁
判
手
続
き
の
流
れ
を

詳
細
に
追
い
な
が
ら
、
裁
判
員
が
参
加
す

る
裁
判
・
評
議
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を

示
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
裁
判
員
の
選
任

手
続
き
に
つ
い
て
も
細
か
く
案
内
し
て
、

「
分
か
り
や
す
く
迅
速
な
裁
判
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
皆
さ
ん
の
常
識
を
裁
判
に
生

か
す
と
い
う
も
の
で
、
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
」
と
最
後
に
呼
び
か
け
を
行

い
ま
し
た
。

第
二
部
の
特
別
講
演
で
は
、
ト
ー
ク
サ

ロ
ン
オ
フ
ィ
ス
の
内
川
代
表
が
、
言
葉
の

も
つ
力
を
理
解
し
た
う
え
で
そ
れ
を
日
々

の
商
売
に
生
か
す
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
紹

介
し
ま
し
た
。
内
川
代
表
は
、
元
広
島
エ

フ
エ
ム
放
送
の
県
東
部
電
話
リ
ポ
ー
ト
担

当
、
元
エ
フ
エ
ム
ふ
く
や
ま
（
レ
デ
ィ
オ

Ｂ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
＆

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
担
当
だ
っ
た
経
験
を
生
か

し
、
楽
し
く
ユ
ー
モ
ア
に
富
ん
だ
語
り
で

講
演
を
展
開
。
終
始
、
軽
快
な
ト
ー
ク
で

会
場
の
笑
い
を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。

講
演
の
な
か
で
内
川
代
表
は
、
人
と
の

出
会
い
や
人
間
関
係
の
始
ま
り
は
挨
拶
に

あ
る
と
し
て
、「
同
じ
挨
拶
な
ら
よ
り
効

果
的
な
挨
拶
に
し
よ
う
」
と
訴
え
、
具
体

的
な
例
と
し
て
、
相
手
の
名
前
を
呼
ん
で

挨
拶
し
、
さ
ら
に
時
候
の
言
葉
を
入
れ
れ

ば
、「
そ
れ
は
挨
拶
を
超
え
た
会
話
と
な

り
、
着
実
な
話
力
の
向
上
だ
」
と
説
明
。

人
か
ら
好
意
を
受
け
た
場
合
、
お
礼
の
言

葉
を
三
回
返
す
こ
と
が
大
切
で
、「
タ
イ

ミ
ン
グ
を
変
え
て
そ
の
場
で
二
回
。
最
後

の
三
回
目
は
次
回
会
っ
た
と
き
に
す
る
こ

と
で
、大
き
な
話
力
の
効
果
が
得
ら
れ
る
」

こ
と
な
ど
を
紹
介
し
て
、
ぜ
ひ
商
売
に
生

か
し
て
ほ
し
い
と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
人

間
性

内
容
力

対
応
力

が
話
力

の
三
要
素
で
あ
る
と
し
て
、「
そ
れ
を
相

乗
作
用
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
だ
」と
強
調
。

「
い
く
ら
話
の
内
容
に
す
ぐ
れ
、
聞
き
上

手
に
対
応
で
き
て
も
、
人
間
力
が
０
な
ら

ば
三
要
素
の
掛
け
算
の
答
え
も
０
。」
自

分
と
異
質
な
人
と
積
極
的
に
交
わ
り
、
ど

ん
な
人
の
話
に
も
耳
を
傾
け
ら
れ
る
よ
う

な
生
き
方
こ
そ
が

話
力
の
栄
養

に

つ
な
が
る
な
ど
と
、
自
ら
の
話
力
に
よ
っ

て
満
場
の
女
性
部
員
た
ち
を
鼓
舞
し
、
内

川
代
表
は
講
演
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

〞

〝

〞

〝
〞

〝
〞

〝

十
五
人
、
委
任
状
提
出
五
人
、
計
四
十
人

の
出
席
者
の
も
と
、
北
広
島
町
商
工
会
女

性
部
の
大
麻
好
香
部
長
を
議
長
に
選
出

し
、
昨
年
度
の
事
業
報
告
や
決
算
報
告
、

新
役
員
の
選
任
な
ど
二
つ
の
議
案
が
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

第
１
号
議
案
の
事
業
報
告
、
決
算
報
告

に
つ
い
て
は
、
執
行
部
よ
り
説
明
の
後
、

原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
第

２
号
議
案
の
新
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

は
、
備
南
地
域
の
砂
田
孝
子
理
事
よ
り
辞

任
届
が
提
出
さ
れ
た
た
め
、
後
任
理
事
の

選
任
の
た
め
に
執
行
部
原
案
が
示
さ
れ
、

新
理
事
に
は
尾
道
し
ま
な
み
商
工
会
女
性

部
の
安
保
早
智
子
部
長
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。通

常
総
会
終
了
後
、「
平
成
二
十
年
度

第
一
回
商
工
会
女
性
部
研
修
会
」を
実
施
。

研
修
会
は
二
部
構
成
で
行
わ
れ
、
第
一
部

で
は
、
広
島
地
方
裁
判
所
の
寺
岡
洋
和
判

事
補
が
「
裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
。
第
二
部
で
は
、
ト
ー
ク

サ
ロ
ン
オ
フ
ィ
ス
の
内
川
郁
江
代
表
が
「
生

き
た
職
場
の
接
遇
は
話
力
か
ら
〜
こ
と
ば

で
心
の
エ
ス
テ
も
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜
」

を
演
題
に
特
別
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

第
一
部
講
演
は
、
来
年
五
月
か
ら
導
入

さ
れ
る
裁
判
員
制
度
へ
の
周
知
と
理
解
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、

寺
岡
判
事
補
が
裁
判
員
制
度
の
概
要
や
仕

組
み
、
裁
判
員
の
選
任
に
至
る
ま
で
の
流

れ
な
ど
を
丁
寧
に
説
明
し
ま
し
た
。
裁
判

員
制
度
に
関
す
る
基
礎
知
識
と
し
て
、
寺

岡
判
事
補
は
制
度
の
目
的
や
意
義
を
分
か

地
域
力
連
携
拠
点
事
業
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
所

地
域
力
連
携
拠
点
事
業
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
所 

地
域
力
連
携
拠
点
事
業
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
所

地
域
力
連
携
拠
点
事
業
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
所 

地
域
力
連
携
拠
点
事
業
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
所 

意
欲
あ
る
中
小
企
業
者
の
経
営
基
盤
強
化
の
た
め
、 

こ
れ
ま
で
に
な
い
総
合
的
な
支
援
を
実
施 

地
域
中
小
企
業
が
抱
え
て
い
る
経
営
課

題
の
解
決
を
支
援
す
る

地
域
力
連
携

拠
点
事
業
支
援
セ
ン
タ
ー

の
開
所
式

が
先
月
三
十
日
、
本
県
連
会
議
室
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
開
所
式
に
は
、
同
セ
ン
タ
ー

の
運
営
関
係
者
と
報
道
関
係
者
ら
約
三
十

人
が
出
席
。
式
で
は
、
中
国
経
済
産
業
局

産
業
振
興
課
の
近
村
淳
課
長
補
佐
か
ら

「
地
域
力
連
携
拠
点
事
業
」
に
つ
い
て
の
説

明
と
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
後
、
経
済
産
業

省
の
甘
利
明
大
臣
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
上
映
さ
れ
、
運
営
関
係
者
ら
が
新
事
業

に
向
け
て
気
持
ち
を
引
き
締
め
ま
し
た
。

同
事
業
は
、
地
域
企
業
の
経
営
力
向
上

や
事
業
承
継
な
ど
を
支
援
す
る
た
め
に
、

〞
〝

左：近村淳課長補佐　右：木之下専務理事

トークサロンオフィス　内川代表



事
業
承
継
対
策
の
重
要
性
、
計
画
的
取

組
の
必
要
性
を
理
解
す
る
。

経
営
権
の
委
譲
は
現
経
営
者
が
行
う
べ

き
で
す
。
後
継
者
か
ら
経
営
権
の
委
譲
に

つ
い
て
言
い
出
す
の
は
困
難
で
あ
り
、
言

い
出
す
こ
と
で
逆
に
ト
ラ
ブ
ル
が
大
き
く

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ａ．

ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
ノ
ウ
ハ
ウ
等

の
会
社
の
現
状

ｂ．

経
営
者
自
身
の
資
産
等
の
現
状

ｃ．

後
継
者
候
補
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ

ａ．

親
族
内
承
継

ｂ．

従
業
員
等
へ
の
承
継

ｃ．

Ｍ
＆
Ａ
な
ど
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経
済
産
業
省
が
今
年
度
新
設
し
た
事
業
。

中
小
企
業
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
、
中
小
企
業
の
支
援
に
関
す
る
専
門
的

知
識
を
も
つ

応
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー

を
配
し
た
県
連
、
商
工
会
な
ど

を

地
域
力
連
携
拠
点

に
定
め
て
、

中
小
企
業
が
直
面
す
る
課
題
に
対
し
て
き

め
細
か
な
支
援
を
行
わ
せ
る
と
い
う
も

の
。
全
国
で
三
百
十
六
機
関
が
拠
点
に
選

ば
れ
て
、
県
内
で
は
本
県
連
、
三
次
広
域

商
工
会
な
ど
七
か
所
が
採
択
さ
れ
、
同
日

か
ら
一
斉
に
事
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
期
間
は
平
成
二
十
二
年
度
（
二
〇
一

〇
年
度
）
ま
で
の
三
年
間
で
、
年
度
ご
と

に
事
業
実
績
が
評
価
さ
れ
ま
す
。

新
た
に
発
足
し
た
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、

県
内
の
商
工
会
を
は
じ
め
、
ひ
ろ
し
ま
産

〞

〝
〞

〝

日
本
経
済
を
支
え
る
中
小
企
業
で
は
、

近
年
、
経
営
者
の
高
齢
化
が
進
行
す
る
一

方
で
、
後
継
者
の
確
保
が
ま
す
ま
す
困
難

に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
日
々

の
業
務
に
忙
殺
さ
れ
、「
事
業
承
継
対
策

は
面
倒
だ
か
ら
」、「
将
来
は
判
ら
な
い
」

な
ど
と
先
送
り
に
な
り
が
ち
で
す
。
事
業

承
継
対
策
を
し
て
い
な
い
と
、
様
々
な
理

由
で
事
業
が
不
安
定
に
な
り
、
事
業
の
継

続
が
困
難
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

事
業
承
継
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に

は
、
ス
テ
ッ
プ
Ⅰ
と
し
て
、
中
長
期
の

様
々
な
視
点
か
ら
の
計
画
立
案
に
よ
り
、

「
だ
れ
に
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
、
事
業

を
引
き
継
が
せ
る
か
」
を
明
確
に
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
か
ら
ス
テ
ッ
プ
Ⅱ
、

具
体
的
実
行
と
な
り
ま
す
。

今
回
は
、
ス
テ
ッ
プ
Ⅰ
の
事
業
承
継
計

画
の
立
案
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

事

業

承

継

事

業

承

継
に
つ
い
て

 
事

業

承

継

事

業

承

継
に
つ
い
て

 
事

業

承

継
に
つ
い
て

 

事
業
承
継
支
援
セ
ン
タ
ー 

①
事
業
承
継
対
策
の
概
要
理
解

②
現
状
の
把
握

ステップⅠ　事業承継計画の立案 

ステップⅡ　具体的対策の実行 

事業承継対策の理解 

現状の把握  

承認の方法・後継者の確定 

事業承継計画の作成 

業
振
興
機
構
、広
島
県
総
合
技
術
研
究
所
、

大
学
や
金
融
機
関
な
ど
を
パ
ー
ト
ナ
ー
機

関
と
し
、
応
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
一
人

を
配
置
。
東
部
支
所
に
窓
口
専
門
家
を
置

き
、
連
携
を
図
り
な
が
ら
窓
口
相
談
・
出

張
相
談
事
業
、
専
門
家
派
遣
事
業
、
情
報

提
供
事
業
や
調
査
事
業
、
マ
ッ
チ
ン
グ
事

業
な
ど
を
実
施
し
て
、
県
内
の
中
小
企
業

の
前
向
き
な
取
り
組
み
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
ま
す
。
同
事
業
で
は
特
に
、
経
営

力
の
向
上
支
援

創
業
・
再
チ
ャ
レ
ン

ジ
支
援

事
業
承
継
支
援

の
三
つ
の

課
題
対
応
を
重
点
的
に
支
援
。
経
営
力
の

〞

〝
〞

〝
〞

〝

向
上
支
援
で
は
、
経
営
革
新
の
推
進
や
地

域
資
源
の
活
用
、
農
商
工
連
携
な
ど
を
実

施
し
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
経
営
管
理
な
ど

に
よ
る
新
た
な
経
営
方
法
の
導
入
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。
創
業
・
再
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
は
、
創
業
に
必
要
な
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ

を
提
供
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
ほ
か
、

再
起
業
を
め
ざ
す
人
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。
事

業
承
継
支
援
で
は
、
本
県
連
は

事
業
承

継
支
援
セ
ン
タ
ー

を
兼
ね
る
こ
と
か

ら
、
そ
こ
を
窓
口
と
し
て
事
業
承
継
に
関

す
る
相
談
や
課
題
解
決
に
対
応
し
ま
す
。

開
所
式
で
、
開
会
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た

〞

〝

本
県
連
の
木
之
下
義
昭
専
務
理
事
は
、
経

営
力
の
向
上
支
援
、
創
業
・
再
チ
ャ
レ
ン

ジ
支
援
、
事
業
承
継
支
援
の
窓
口
を
一
本

化
す
る
こ
と
で
事
業
効
果
を
高
め
る
の
が

狙
い
で
あ
る
と
同
セ
ン
タ
ー
設
置
の
趣
旨

を
説
明
。「
県
内
で
七
か
所
が
採
択
さ
れ

た
が
、
他
で
行
い
得
な
い

全
会
員
巡
回

運
動

に
よ
っ
て
中
小
企
業
者
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
、
支
援
事
業
に
結
び
つ
け
て

い
く
こ
と
が
必
要
だ
」
と
続
け
て
、「
と

り
わ
け
小
規
模
事
業
者
の
支
援
を
効
果
的

に
実
施
し
よ
う
」
と
出
席
者
に
強
く
呼
び

か
け
ま
し
た
。

〞

〝

③
事
業
承
継
の
方
法
・
後
継
者
の
決
定



広
島
県
商
工
会
連
合
会
で
は
地
域
力
連

携
拠
点
支
援
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
「
事
業

承
継
支
援
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
ま
し
た
。

県
内
２
ヶ
所
に
設
置
さ
れ
当
支
援
セ
ン

タ
ー
は
主
に
商
工
会
地
域
で
の
「
窓
口
相

談
・
専
門
家
派
遣
・
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
・

セ
ミ
ナ
ー
開
催
」
な
ど
を
通
し
て
、
法

人
・
個
人
事
業
主
、
親
族
内
・
親
族
外
承

継
を
問
わ
ず

対
応
い
た
し

ま
す
。
詳
細

は
当
セ
ン

タ
ー
に
お
問

い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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44％割引。最高水準の割引率です！（所得補償保険団体契約） 

病気やケガで働けない間、最高１年間月々の所得をワイドに補償します。 

広島中央支店 
広島市中区大手町1-2-1  〒730-8730

Tel.082-247-2681

親
族
内
承
継
は
一
般
的
に
、
内
外
の
関

係
者
か
ら
心
情
的
に
受
け
入
れ
や
す
い
、

早
期
に
決
定
で
き
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
が
、
親
族
内
に
後
継
者
候
補
が

い
な
い
場
合
や
、
逆
に
複
数
い
る
場
合
、

決
定
・
経
営
権
の
集
中
が
難
し
い
恐
れ
も

あ
り
ま
す
。

円
滑
に
行
う
た
め
に
、
例
え
ば
親
族
内

承
継
の
場
合
、

ａ．

関
係
者
の
理
解

（
後
継
者
候
補
と
の
意
思
疎
通
、
社
内

や
取
引
先
・
金
融
機
関
へ
の
事
業
承
継

計
画
の
公
表
）、

ｂ．

後
継
者
教
育

（
社
内
・
社
外
で
の
教
育
）、

ｃ．

株
式
・
財
産
の
分
配

（
後
継
者
へ
の
株
式
等
事
業
用
資
産
の

集
中
、
後
継
者
以
外
の
相
続
人
へ
の
配

慮
）

経
営
理
念
を
改
め
て
確
認
し
、
事
業
の

方
向
性
・
数
値
目
標
を
設
定
し
ま
す
。
中

長
期
の
経
営
計
画
に
事
業
承
継
の
時
期
・

具
体
的
な
対
策
を
盛
り
込
み
ま
す
。

計
画
策
定
は
、
経
営
理
念
の
確
認
・
資
産

の
状
況
や
競
争
力
や
将
来
見
込
み
な
ど
見

直
す
機
会
と
も
な
り
ま
す
。
後
継
者
の「
や

る
気
」を
引
き
出
す
た
め
に
も
経
営
者
と
後

継
者
で
協
同
し
て
立
案
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

④
事
業
承
継
計
画
の
作
成

平成20年5月「中小企
業における経営の円滑化
に関する法律」が成立し
ました。事業承継税制の
拡充や民法の特例、金融
支援など事業承継支援な
どの総合的支援策となっ
ています。

ト ピ ッ ク ス

広島県からのお知らせ 

女性の再チャレンジを支援する 合同就職面接会への参加企業・団体を募集中！ 
　広島県では、働く意欲のある女性が、いつでも、その個性と能力を十分発
揮できるよう、女性の再チャレンジを支援するため、出産・育児などで離職し、
再就職を希望する女性を対象とした「女性いきいき再就職フェア’08（合同就
職面接会）」を開催します。 
　仕事と家庭の両立支援に取り組まれている企業・団体の皆様、事業の趣旨
をご理解いただき、是非、ご参加ください。 

　参加企業等については、県のホームページや新聞等により、「仕事と家庭の両
立支援」に取り組む企業等として広くＰＲするとともに、企業概要等を紹介した
資料などを会場で掲示・配布します。　 
　本フェアへの参加を企業等のＰＲ活動としてもご活用ください。 
　詳しくは、下記までお問い合わせください。応募用紙等をお送りします。 
　なお、県のホームページにも掲載しています。 

広島会場 

◎日時　平成20年９月４日（木） 
　　　　13：00～16：00　 
◎場所　広島国際会議場 
　　　　（広島市中区中島町1－5） 

福山会場 

◎日時　平成20年９月11日（木） 
　　　　13：00～16：00　 
◎場所　まなびの館ローズコム 
　　　　（福山市霞町一丁目10－1）　 

◎参加要件　①正規雇用を中心として求人する企業・団体（パートタイム雇用
　　　　　　　 も可） 
　　　　　　②次世代育成支援対策推進法に基づく「一般事業主行動計画」
　　　　　　　を策定している企業・団体、又は、今回の合同就職面接会参
　　　　　　　  加に向けて策定を検討している企業・団体 
　　　　　　③広島県内に事業所を有する企業・団体 
◎募 集 数　【広島会場】： 40企業・団体   【福山会場】： 20企業・団体 
◎募集締切　平成20年７月18日（金） 

問い合わせ先：広島県商工労働局総務管理部労働福祉課　両立支援グループ 
　　　　　　　TEL：０８２‐５１３‐３４１９ 

広島県ホームページ：http://www.pref.hiroshima.lg.jp/

⑤
事
業
承
継
セ
ン
タ
ー
を
ス
タ
ー
ト
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戦う正太郎（中小企業者）を鉄人28号（信用保証協会）が力強くサポートします。
〈〈鉄人28号は当協会の平成20年度イメージキャラクターです〉〉 

応援します。がんばります！ 応援します。がんばります！ 

広島県信用保証協会  
〒730-8691　広島市中区上幟町3番27号 

http://www.hiroshima-shinpo.or.jp

本　 所　TEL（082）228-5501　FAX（082）211-0032
福山支所　TEL（084）923-4893　呉 支 所　TEL（0823）21-9281 
三原支所　TEL（0848）63-4173　備北支所　TEL（0824）62-3917 
 

光プロダクション ○ C 

　中小企業の皆様のサポーター 　中小企業の皆様のサポーター 
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